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２０２４年度 第７４回 文京区民柔道大会実施要項 

1. 目  的 文京区民の体力向上と、スポーツ振興を目的として日頃鍛えた技を競い合い、相互の親睦を

はかる。 

2. 主  催 文京区 

3. 主  管 文京区体育協会 

4. 運  営 文京区柔道会 

5. 日  時  ２０２４年１１月３日（日・祝日） 文化の日  

         ８：３０開場  ９：３０開会式 

 「小学校３～６年生の部」 

「男子中学校１～３年生の部」「女子中学生の部」 

「男子中学生団体の部」「女子中学生団体の部」 

        １２：３０開場 １３：３０開始 

「男子無段の部」「男子初段の部」「男子弐段の部」「男子参段の部」 

「女子無段の部」「女子有段の部」 

「男子高校生団体の部」「女子団体の部」「形コンクールの部」 

6. 場  所 講道館７階 大道場  

7. 参加資格 文京区在住者、在勤者、在学者、道場所属者、クラブチーム所属者、主たる練習の場を文京

区に置く者、その他文京区柔道会が認めた者。 

  健康上問題がなく、試合出場にふさわしい修行状況、技術であること。 

8. 参 加 費 １名につき１,０００円（傷害保険料を含む） 

9. 参加申込 所定の申込用紙に実力順位、身長、体重を忘れず記入の上、参加費を添えて現金書留にて申し

込むこと。 

  締切 ２０２４年９月２５日（水） 必着の事。 

10. 申 込 先 〒113-0033 文京区本郷 1-11-14 小倉 茂（大会事務局） 

TEL：090-2451-5068 FAX：03-3812-7571 

11. 審判規定 『国際柔道連盟試合審判規定』及び『国内における少年大会特別規定』により行う。 

  試合時間は小学生２分 中学生２分３０秒 高校生以上３分とする。 

  勝敗の決定基準はトーナメント戦、団体戦における代表戦、「参段の部」を除くリーグ戦、

順位決定戦においては「一本」「技あり」「僅差」※とし必ず勝敗を決する。 

団体戦、減点法戦、「参段の部」のリーグ戦、「奨励試合」においては得点差がない場合は

「引き分け」とする。 

※「僅差」とは双方の選手間に技による評価がない、または同等の場合、審判による旗判定

もしくは合議で勝者を決定するものとする。 

団体戦のトーナメントにおける勝敗の決定は、勝者の多い方を勝ちとし勝者同数の場合は内

容差で決定する。 

勝者数、内容が同等の場合は任意の選手１名による代表戦を行い勝敗を決するものとする。 

試合場内の大きさは、３２畳(テープの内側)とする。 

12. 試合方法 トーナメント戦で行う。 

参加申込者数によっては通常のトーナメント戦以外にリーグ戦、リーグ戦トーナメント戦併

用、減点法戦トーナメント戦併用で行う場合もある。 

また複数のカテゴリーを統合して行う場合もある。 

リーグ戦で同点の際は抽選で順位を決める場合もある。 
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     ◎ 男子団体戦 

      ⑴ 中学生の部  ⑵ 高校生の部  を行う。 

☆参加資格  「文京区長杯」争奪のため所在地を文京区内に置く学校、警察署、道場、 

クラブチームなどの団体で構成するチームに限るものとする。 

① ３名による点取り式で行い、選手は１チーム４名まで登録できる。１チーム３名に満たな

い場合、当日欠場が出た場合も少なくとも２名で編成する、その場合先鋒を欠場とする。 

② １団体２チームまで出場できる。 

③ 中学校の部は１年生、２年生のみで編成し、体重の最も重い者を大将とし以下順次体重順

に配列する。 

④ 普通科、職業科に分かれている学校においては合併してチームを編成してはならない。 

⑤ 単独でチームを出さない団体同士の混成チーム※での出場を認める。 

⑥ オーダーの変更は自由とし、試合ごとに試合場係に申告することとする。なお中学生はそ

の都度体重順に配列し直すこととする。 

⑦ 団体戦に出場した選手も個人戦に出場できる。 

◎ 女子団体戦 

      ⑴ 中学生の部  ⑵ 高校生・大学生・一般の部 を行う。 

 ☆参加資格  参加資格を有するものであれば区別なく出場できるものとする。 

   ⑵の高校生・大学生・一般の部においては卒業生を含めてチームを構成して 

  出場することができる。 

① ３名による点取り式で行い、選手は１チーム４名まで登録できる。１チーム３名に満たな

い場合、当日欠場が出た場合も少なくとも２名で編成する、その場合先鋒を欠場とする。 

② １団体１チームの出場とする。 

③ 中学校の部は１年生、２年生のみで編成し、体重の最も重い者を大将とし以下順次体重順

に配列する。 

④ 普通科、職業科に分かれている学校においては合併してチームを編成してはならない。 

⑤ 単独でチームを出さない団体同士の混成チーム※での出場を認める。 

⑥ オーダーの変更は自由とし、試合ごとに試合場係に申告することとする。なお中学生はそ

の都度体重順に配列しなおすこととする。 

⑦ 団体戦に出場した選手も個人戦に出場できる。 

  ※【混成チーム】について 

混成チームの申し込み方法は次の３通りとする。 

① あらかじめ学校、警察署等の団体同士で混成チームつくり団体戦申込用紙に団体名を並記

して申し込む方法。 

② 団体戦申込用紙に２名を記入し「混成チームに加わることを希望する」にチェックを入れ

て申し込み、チーム編成は文京区柔道会による抽選会に委ねる方法。 

③ 団体戦申込用紙に１名を記入し混成チームに加わるのを希望するものとして申し込み、チ

ーム編成は文京区柔道会による抽選会に委ねる方法。 

②③に関しては参加申し込みの状況によっては希望に添えない場合がある。 

    ◎ 個人戦 

①小学校３年生の部 ②小学校４年生の部  

③小学校５年生の部 ④小学校６年生の部 

⑤男子中学校１年生の部Ａ(オープンの部)※ 

⑥男子中学校１年生の部Ｂ(柔道経験９カ月未満の部) ※  

⑦男子中学校２年生の部   ⑧男子中学校３年生の部  
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⑨男子無段の部   ⑩男子初段の部   

⑪男子弐段の部   ⑫男子参段の部  

⑬女子中学生の部Ａ(オープンの部) ※  

⑭女子中学生の部Ｂ(柔道経験９カ月未満の部) ※ 

⑮女子無段の部  ⑯女子有段の部 

※「⑥男子中学校１年生の部Ｂ」、「⑭女子中学生の部Ｂ」に該当する柔道経験９カ月未満の者が

「⑤男子中学校１年生の部Ａ」、「⑬女子中学生の部Ａ」のオープンの部に参加を希望する場合

はこれを認める。 

    ◎ 形コンクールの部 

  ①「投の形」（手技・腰技・足技）   ②「柔の形」一教、二教、三教 

参加資格を有するものであれば区別なく出場できるが、各団体それぞれの「形」に２組までの出

場とする。 

13. 表 彰 「団体戦」「個人戦」は１位に胸賞、３位までに賞状を授与する。  

  「形コンクール」は参加者全員に「奨励賞」として賞状と副賞を授与し、また成績優秀者に

はその得点に応じて「金賞」には胸賞と賞状、「銀賞」「銅賞」には賞状を授与する。 

14. 組合せ ２０２３年１０月５日（土） １４時００分  

文京区柔道会にて責任抽選で決定する。 

15. 傷害保険 参加者全員を主催者で傷害保険に加入する（参加者は健康保険証もしくはそのコピーを必ず

持参すること）。 

    大会中の不慮の負傷、疾病については応急処置を施し、傷害保険の範囲において責任を負う

ものとし、それ以外の責任は負わない。 

16. 引率者 試合開始までに、選手・引率者がそろわない場合は失格となる。 

17. その他 

（1）この大会は２０２４年１２月１５日（日）に行われる予定の東京都２４地区対抗柔道大会、東京都

６地区対抗女子柔道大会の文京区代表選手選考会を兼ねるため、上位入賞者は、本区の代表選手と

して指名されたときは、本区を優先して出場する義務を負う。 

（2）脳震盪対応について 

選手および指導者、引率者事項を遵守すること。 

① 大会前 1ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。 

② 大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。なお、至

急、専門医（脳神経外科）の精査を受けること。 

③ 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。 

④ 当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出すること。 

（3）試合参加者は更衣後の貴重品、衣服等は盗難にあわないよう各自、各団体で管理すること。 

（4）試合当日は４階で更衣し７階大道場に集合すること。 

（5）新型コロナウイルス感染拡大の状況により、試合者以外はマスクの着用をお願いする場合があるの

で参加者、引率者、観戦者は必ずマスクを持参すること。 

（6）新型コロナウイルス感染拡大の状況により、予定が変更となる場合がある。 

(7) 過度な大声での応援は試合進行の妨げになる場合があるので節度をもって応援すること。 


